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【発明の名称】情報コンテンツの一部分をクライアント装置に与える方法およびシステム
【技術分野】
【０００１】
　本願は、概ねウェブ閲覧およびネットワーク通信の分野に関する。さらに詳しくは、本
願は、大きいスクリーンのコンピュータ用に設計されたコンテンツを含むウェブページか
らの情報を、例えば携帯電話または携帯端末（ＰＤＡ）などの携帯用装置へ適合させると
ともに与えるシステムおよび方法に関する。
【０００２】
　関連出願への相互参照
　本特許出願は、米国法典第３５巻第１１９条（ｅ）に基づき、出願日が２００７年２月
９日の米国仮特許出願第６０／８８９，１３４号明細書の優先権の利益を享受する。米国
仮特許出願第６０／８８９，１３４号明細書の全内容は、本明細書において完全に説明さ
れているように、参照によりここにおいて組み込まれる。
【背景】
【０００３】
　現在、種々のテキスト形式および非テキスト形式のコンテンツを提供する、多くのワー
ルドワイドウェブページ（ＨＴＭＬドキュメント）が入手可能になっている。標準ウェブ
ブラウザを実行し大きいスクリーンを有する、従来のデスクトップまたはラップトップコ
ンピュータにおいて、コンテンツのこれらの形式は、容易に配置され、閲覧用に表示され
る。例えば、不動産業者の不動産リストを検索するウェブサイトは、ビューワーソフトに
対してしばしば複数のイメージを配信し、興味のある不動産に対して迅速に閲覧するよう
にする。ユーザーが興味のある不動産を特定する場合、ユーザーは、特定の不動産のイメ
ージと関連付けられた詳細を読み取り、不動産に関するさらに詳細なイメージを選択する
ことが可能である。
【０００４】
　一方で、通信の分野、およびさらに詳しくは無線通信の分野は、現在は急進的な拡大を
経験している。この技術的な拡大により、例えば携帯端末（ＰＤＡ）、携帯電話、ポケッ
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トベルなどの電子装置が、ＰＣおよびＰＣベースのブラウザにより可能になっていると同
様に、例えばウェブサーバーまたはデータベースなどの同一の情報ソースに接続すること
を可能にしている。ウェブから携帯用装置へコンテンツを配信するいくつかの小さい装置
向けのクライアントブラウザが、入手可能になっている。
【０００５】
　しかしながら、これらの小さい装置は、典型的にはデスクトップコンピュータまたはラ
ップトップコンピュータ上のディスプレイを対象としたウェブコンテンツを表示する、ス
クリーンスペースまたはナビゲーション能力に欠けている。それゆえに、小さいスクリー
ンにおいてユーザーがウェブページをナビゲートするのを助けるために、相当数のクライ
アントブラウザ技術が利用されている。例えば、クライアントブラウザは、ウェブコンテ
ンツのレイアウトを改変したり、イメージの位置決めを変更したり、またはあるウェブコ
ンテンツを簡単には表示しないようにしたりしてもよい。
【摘要】
【０００６】
　以下に説明される実施の形態において、情報コンテンツをディスプレイに与える方法が
提供される。方法は、ウェブページ内における全部のコンテンツ未満の要求を、モバイル
装置からサーバーにおいて受信するステップを含む。要求は、ウェブページの特定と、ウ
ェブページ内のコンテンツの一部分を特定する情報とを含む。方法は、さらにウェブペー
ジのメインドキュメントを取り出すステップと、要求において与えられた情報を用いて、
ウェブページのメインドキュメント内において、ウェブページ内のコンテンツの部分を特
定するステップと、ウェブページ内において特定されたコンテンツの部分を、モバイル装
置上の閲覧用に変換するステップと、を含む。方法は、さらにコンテンツの変換部分をモ
バイル装置へ送信するステップを含む。
【０００７】
　別の実施の形態において、プロセッサと、プロセッサにより実行可能なソフトウェアア
プリケーションを含むメモリとを含むシステムが与えられる。プロセッサは、ウェブペー
ジ内における全部のコンテンツ未満の要求を、モバイル装置から受信する。要求は、ウェ
ブページの特定と、ウェブページ内のコンテンツの一部分を特定する情報とを含む。メモ
リ内のソフトウェアアプリケーションは、情報ソースからウェブページのメインドキュメ
ントを取り出すサーバーブラウザと、要求において与えられた情報を用いて、メインドキ
ュメント内において、ウェブページ内のコンテンツの部分を特定する切り抜き識別子と、
ウェブページ内のコンテンツの特定された部分を、モバイル装置上のディスプレイ用に変
換するコンテンツ修正モジュールと、含む。システムは、さらに変換された情報コンテン
ツをモバイル装置へ送信するインタフェースを含む。
【０００８】
　ここにおいて説明される方法を用いて、クライアント装置において閲覧用にウェブペー
ジによって与えられるコンテンツの一部分、または全部のコンテンツ未満を変換するだけ
により、データ配信が促進される。より少ないデータが変換され、それゆえに変換処理は
、さらに迅速に完了する。加えて、より少ない変換データがクライアント装置へ送信され
、それゆえにデータ伝送時間は低下する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】インタラクティブな動画情報コンテンツにアクセスし、情報コンテンツを電子装
置に適合させ、電子装置に与えるシステムの一例を図示する図である。
【図２】デスクトップモニターに表示されるとともにモバイルハンドセットに表示される
ウェブページの一例を図示する。
【図３】情報コンテンツをクライアント装置上のディスプレイ用に処理する方法の機能的
なステップ例を示すフローチャートである。
【図４】クライアント装置上の閲覧用に、ウェブページの選択部分に対する電子ツールの
概念図の一例を図示する。
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【図５】図４に示されるウェブページの一部分を有するＨＴＭＬコード例を含む。
【図６】例えば図３のフローチャートに描かれる方法の一部分を実行する、およびここに
おいて説明される他の方法を実行する、サーバーの一例を図示するブロック図である。
【詳細な説明】
【００１０】
　添付の図面を適切に参照しながら次の詳細な説明を読み取ることによって、これらのお
よび他の態様が当業者に明らかになる。さらに、当然のことながら、ここにおいて書き留
められた実施の形態は、請求された本発明の範囲を制限するようには意図されていない。
【００１１】
　本願は、情報コンテンツを、携帯用装置またはモバイル装置上のディスプレイ用にパー
ソナル化するやり方を与える。小さい装置は、典型的には、デスクトップコンピュータま
たはラップトップコンピュータ上のディスプレイを対象としたウェブコンテンツを表示す
る、スクリーンスペースまたはナビゲーション能力に欠けている。それゆえに、小さいス
クリーンにおいてユーザーがウェブページをナビゲートするのを助けるために、相当数の
クライアントブラウザ技術が利用されている。例えば、クライアントブラウザは、ウェブ
コンテンツのレイアウトを改変したり、イメージの位置決めを変更したり、またはあるウ
ェブコンテンツを簡単には表示しないようにしたりしてもよい。
【００１２】
　ユーザーは、１回目に１つのウェブページを閲覧および探索し、ウェブページにおける
興味のあるおよび／または関係のある材料を閲覧してもよい。１回目の訪問において、例
えばスナップ写真の閲覧などのウェブページ変換技術を用いて、ウェブページ構造の世界
的な意義をユーザーに与えることは重要である。代わりの構成としては、ユーザーは、繰
り返しベースで、ウェブページを閲覧および探索してもよい。この場合、コンテンツがペ
ージ上で位置する場所（すなわち、天気予報、トップ記事、ブログロール）の大略を、ユ
ーザーがすでに知っているとき、ユーザーはそのコンテンツに迅速にアクセスしてもよい
。ユーザーは、反復使用パターンおよび反復使用ストラテジーを開発し、ユーザーが迅速
にアクセスする必要がある情報または機能性にアクセスしてもよい。あるウェブページが
繰り返しベースで訪問される場合、例えばナビゲーションメニュー、アーカイブ、サイト
マップなどの、ページ上の多数のコンテンツは、ユーザーには無関係になる。デスクトッ
プコンピュータまたは標準ウェブブラウザでは、非中核コンテンツは、マウスのナビゲー
ションが直線的でないので、容易に無視されることが可能である。しかしながら、ハンド
セットまたはモバイルブラウザでは、非中核コンテンツを越えてまたは非中核コンテンツ
の周囲に、繰り返しナビゲートする必要があるため、動作がもたもたし、ユーザーはウェ
ブ閲覧用のハンドセットを用いることをあきらめがちになる。さらに加えて、ウェブペー
ジの不必要なまたは無用の部分をダウンロードすれば、（ユーザーが従量制のデータ勘定
を有する場合）金銭的におよび（不要となるコンテンツをダウンロードし／構文解析する
）時間的見地を考慮して、ユーザーにはコスト高になりがちである。
【００１３】
　本願は、ウェブページから特定のコンテンツをユーザーに与えるやり方を提供するもの
であり、ユーザーは迅速かつ正確なやり方を望んでいる。ユーザーは、「切り抜き」とし
てウェブページのセクションを特定してもよく、ユーザーは直接に切り抜きセクションだ
けに戻り、切り抜きセクションだけをダウンロードする（例えば、さらに個人のブックマ
ークとして切り抜きセクションを記憶する）。切り抜きは、（キャッシュに格納されたウ
ェブページセクションではなく）ウェブページからの最新のコンテンツを提供する、ウェ
ブサイトからのライブアップデートである。
【００１４】
　ここで図１を参照すると、情報コンテンツにアクセスし、情報コンテンツを電子装置に
適合させ、電子装置に与える典型的なシステム１００を図示する概要図が示される。シス
テム１００は、情報ソース１０２、サーバー１０４、およびクライアント装置１０６を含
む。
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【００１５】
　情報ソース１０２は、例えばウェブサーバー、アプリケーションサーバー、データベー
ス、もしくは他のバックエンドシステム、または情報提供事業者へのあらゆるインタフェ
ースなどの、いかなるタイプの装置をも含む。情報ソース１０２は、ハイパーテキストマ
ークアップ言語（ＨＴＭＬ）、エクステンシブルスタイルシート（ＸＳＬ）付きのまたは
付きでないエクステンシブルマークアップ言語（ＸＭＬ）、ボイスＸＭＬ、エクステンシ
ブルハイパーテキストマークアップ言語（ＸＨＴＭＬ）、またはワイヤレスマークアップ
言語（ＷＭＬ）を含む、当技術分野で周知のマークアップ言語で表現される情報コンテン
ツを与える。さらにその上、情報コンテンツは、情報ソース１０２によって与えられる、
イメージ情報、ビデオ情報、またはオーディオ情報を参照することが可能である。情報コ
ンテンツは、メインまたは親ＨＴＭＬドキュメントを経由して参照されてもよい。メイン
または親ＨＴＭＬドキュメントは、（例えば、ファイル、イメージなどの）サブドキュメ
ントへの参照を含む。
【００１６】
　情報ソース１０２は、サーバー１０４によって、サーバーブラウザ１０８を経由し、あ
らゆるタイプのネットワークを通してアクセスされることが可能である。サーバーブラウ
ザ１０８は、あらゆるタイプのネットワークを介し、クライアントブラウザ１１０を通し
てクライアント装置１０６と通信してもよい。サーバーブラウザ１０８は、閲覧用に、ク
ライアントブラウザ１１０とウェブページコンテンツの情報ソース１０２との間のプロキ
シとしての機能を果たす。サーバーブラウザ１０８は、情報ソース１０２のクライアント
として動作し、情報コンテンツを取り出してもよい。例えば、トランスミッション制御プ
ロトコル／インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）などの周知の通信プロトコル群を
用いて、サーバーブラウザ１０８は、ハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）要求
を情報ソース１０２へ発行することが可能である。ＨＴＴＰ要求を利用することにより、
当技術分野で周知のように、サーバーブラウザ１０８は、情報ソース１０２におけるアプ
リケーション、静的コンテンツ、および動的コンテンツを含む情報コンテンツにアクセス
することが可能である。動的コンテンツは、例えば、ネットスケープ（ｗｗｗ．ｎｅｔｓ
ｃａｐｅ．ｃｏｍ）によって開発されたＪａｖａ（登録商標）Ｓｃｒｉｐｔ、およびマイ
クロソフト（ｗｗｗ．ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ．ｃｏｍ）によって開発されたＪｓｃｒｉｐｔ
などのスクリプトコードを含むことが可能である。Ｊａｖａ（登録商標）Ｓｃｒｉｐｔは
、さらにダイナミックＨＴＭＬ（ＤＨＴＭＬ）の構成要素である。ダイナミックＨＴＭＬ
は、インタラクティブな動画コンテンツを有する、表現力が豊かなインターネットアプリ
ケーションを配信する代替的な技術である。動的コンテンツは、さらに、例えばアドビＦ
ｌａｓｈ、マイクロソフトＳｉｌｖｅｒｌｉｇｈｔ、サンマイクロシステムズＪａｖａ（
登録商標）ＦＸ、およびＷ３Ｃ ＳＶＧなどの、種々の他のインタラクティブな動画コン
テンツ形式を含むことが可能である。
【００１７】
　サーバーブラウザ１０８およびクライアントブラウザ１１０は、同一のプラットフォー
ムに常駐していてもよいし、互いに分離されていてもよい。例えば、サーバーブラウザ１
０８は、バックエンドサーバー上に搭載されてもよいし、クライアントブラウザ１１０は
、図１に示されるようにハンドヘルド電子装置上に搭載されてもよい。しかしながら、当
然のことながらサーバーブラウザ１０８およびクライアントブラウザ１１０は、プラット
フォームまたは電子装置が適切なハードウェアおよびネットワーク能力を有する場合、例
えば電子装置上などの、同一のプラットフォーム上に搭載されることが可能である。それ
ゆえに、多くの実施の形態において、機能性は、クライアントブラウザ１１０の要素であ
るように、またはサーバーブラウザ１０８の要素であるように、説明される。当然のこと
ながら、クライアント装置１０６およびサーバー１０４は、同一の装置上に共存してもよ
いし、それゆえに、いかなる機能性も互いに代用されることが可能である。それゆえに、
クライアントブラウザ１１０は、サーバーブラウザ１０８によって実行されるように説明
される機能を実行してもよいし、サーバーブラウザ１０８は、クライアントブラウザ１１
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０によって実行されるように説明される機能を実行してもよい。サーバーブラウザおよび
クライアントブラウザを利用することによって、限られたハードウェア能力を有する、よ
り小さな電子装置が、特徴が豊富な情報またはデータにアクセスすることが可能である。
【００１８】
　全体に、サーバー１０４およびクライアント装置１０６は、中央演算処理装置、メモリ
（１次メモリ部および／または２次メモリ部）、データを受信する入力インタフェース、
１つ以上の入力装置（例えば、キーボード、マウスなど）から入力信号を受信する入力イ
ンタフェース、および出力装置（例えば、モニター）と通信する出力インタフェースを含
む。一般に、当然のことながら、サーバー１０４およびクライアント装置１０６は、集積
回路開発技術を用いて開発されたハードウェアオブジェクト、または、ハードウェアオブ
ジェクトと、ここにおいて説明される異なる機能を実装するためにソフトウェア環境にお
いて順序付けされ、パラメータ化され、連結されることが可能なソフトウェアオブジェク
トとの組み合わせを含むことが可能である。さらに、ハードウェアオブジェクトは、電気
信号を用いて、異なるデータを表す信号の状態と通信することが可能である。さらに注目
すべきは、サーバー１０４およびクライアント装置１０６は、通常、オペレーティングシ
ステムの制御に基づき、サーバー１０４およびクライアント装置１０６に常駐するアプリ
ケーションプログラムを実行する。例えばサーバーブラウザ１０８およびクライアントブ
ラウザ１１０などのアプリケーションプログラムは、サーバー１０４およびクライアント
装置１０６内のメモリに記憶されてもよいし、機械言語命令、または例えばＪａｖａ（登
録商標）プログラミング言語などのオブジェクト指向命令を有するソフトウェアを用いて
与えられてもよい。しかしながら、他のプログラミング言語（例えばＣ＋＋プログラミン
グ言語など）は、同様に使用可能である。
【００１９】
　一例として、クライアントブラウザ１１０は、クライアント装置１０６に常駐してもよ
い。クライアント装置１０６は、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）と、携帯電話と、携帯
端末（ＰＤＡ）と、ハンドヘルドコンピュータと、ネットワーク装置と、ナビゲーション
能力（例えば、キーボード、タッチスクリーン、マウスなど）およびダウンロードされた
情報コンテンツを閲覧するための任意選択のディスプレイを有する多岐にわたるその他の
タイプの電子装置と、のうちいずれかを含む電子装置であってもよい。さらにその上、ク
ライアント装置１０６は、例えばＷ３Ｃ（ｗｗｗ．ｗ３．ｏｒｇ）ボイスエクステンシブ
ルマークアップ言語（ボイスＸＭＬ）などのスピーチ合成マークアップを利用する機能を
有する、いかなるタイプの装置をも含むことが可能である。コンピュータシステムの当業
者には、実施の形態の例がクライアント装置１０６に用いられるコンピュータのいかなる
特定のクラスまたはモデルにも制限されず、適切なシステムを選択することが可能である
ことが理解される。
【００２０】
　典型的な図示を与えるために、ＰＤＡはクライアントブラウザ１１０を常駐させ、ＰＣ
はサーバーブラウザ１０８を常駐させ、ＰＤＡおよびＰＣは両方ともイーサネット（登録
商標）ネットワークへ接続されると仮定する。次に、クライアントブラウザ１１０および
サーバーブラウザ１０８は、イーサネット（登録商標）ネットワークを介して情報処理を
実行することができる。このような取引は、イーサネット（登録商標）プロトコルまたは
同種のＩＥＥＥ８０２．３プロトコルを利用する。それにもかかわらず、この例において
、クライアントブラウザおよびサーバーブラウザは配線ネットワークを介して通信する。
通信は、さらにローカルエリアワイヤレスネットワーク（ＬＡＷＮ）またはワイヤレスロ
ーカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を含む。さらにその上、通信は、例えばＢｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ、ワイヤレスアプリケーションプロトコル（ＷＡＰ）、時分割多元アクセス（
ＴＤＭＡ）、またはコード分割多元アクセス（ＣＤＭＡ）などの他の知られているプロト
コルおよび技術を利用するワイヤレスネットワークを含んでもよい。
【００２１】
　再び図１を参照すると、クライアントブラウザ１１０は、情報の要求をサーバーブラウ
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ザ１０８へ送信することが可能である。クライアントブラウザ１１０は、クライアントブ
ラウザ１１０からの、例えばＨＴＴＰ要求（例えばＷＭＬ、ＸＨＴＭＬ、ｃＨＴＭＬなど
）などを、サーバーブラウザ１０８が認識するイベントへ変換するイベント変換部１１２
を含んでもよい。変換処理は、クライアントブラウザ１１０と情報ソース１０２との間の
取引（例えばＨＴＭＬフォームの提出）が保持されるように、イベント情報、コンテンツ
情報、およびイベントの前後状況を含むことができる。
【００２２】
　情報ソース１０２からの情報コンテンツは取り出され、サーバーブラウザ１０８によっ
てクライアントブラウザ１１０での使用に合わすことが可能である。代わりの構成として
は、サーバーブラウザ１０８は、情報を取り出し、その情報をクライアントブラウザ１１
０へ送信し、クライアントブラウザ１１０自身が、情報を閲覧用に適切に合わせてもよい
。要求されるコンテンツ（例えば、ウェブページ）が、当初は、携帯用装置の限られたス
クリーンサイズ上よりもむしろＰＣの大きなスクリーン上に、閲覧用に設計されていたの
で、コンテンツ変換が必要となる。結果として、サーバーブラウザ１０８またはクライア
ントブラウザ１１０のうちいずれか一方は、プレゼンテーション（例えば、ディスプレイ
または音声）およびナビゲーション（例えば、キーボード、タッチスクリーン、または表
示情報のスクロール）に役立つように、情報コンテンツ変換を実行したり、装置固有のス
タイルシートを与えたり、限られた量のデータを受け取る電子装置用にコンテンツのグル
ープ分けを実行したりすることが可能である。
【００２３】
　「変換する」および「変換」という用語は、本願との関連では、一処理を説明するのに
使用される。処理は、コンピュータソフトウェアまたはハードウェアを用いて実装され、
情報コンテンツをトランスコードしたり、修正したり、適合させたり、改変したり、変換
したり、再形成したり、再配置したり、再成形したり、および／または他のやり方で変更
したりしてもよい。このように、情報コンテンツは、コンピュータハードウェアまたはソ
フトウェアを用いて、「変換された情報コンテンツ」へ「変換され」てもよい。
【００２４】
　これらの機能を配信するために、サーバーブラウザ１０８またはクライアントブラウザ
１１０は、ユーザーエージェント、クッキーハンドラー、ＱＤＯＭ、スクリプト実行部、
正規化部、および直列化部を含むモジュール（図示されていない）を含んでもよい。例え
ば情報コンテンツの変換またはカスタマイズに関連する追加の情報は、発明の名称が「複
数の電子装置用のブラウザを用いて、インターネットを介してカスタマイズされた情報に
アクセスするシステムおよび方法」である米国特許第７，０７２，９８４号明細書、発明
の名称が「選択的水平スクローリングを有する情報コンテンツを表示するシステムおよび
方法」である米国特許出願第１０／２８０，２６３号明細書、および発明の名称が「情報
コンテンツを電子装置に適合させるシステムおよび方法」である米国特許出願第０９／８
４３，０３６号明細書に含まれる。これらの３つの明細書における各内容は、本明細書に
おいて完全に説明されているように、参照によりここにおいて組み込まれる。
【００２５】
　多くの異なるコンテンツ変換が、例えば要求されたウェブページ内に存在している情報
に基づいて、および要求されたウェブページに基づいて発生することが可能である。典型
的な実施の形態では、ユーザーは、「切り抜き」としてウェブページのセクションを特定
し、次にウェブページに戻り、変換されたフォーマットにおけるウェブページの特定され
たセクションだけを受信することが可能である。
【００２６】
　図２は、デスクトップモニター２０２上に表示されるおよびモバイルハンドセット２０
４上に表示されるウェブページ２００の一例を図示する。示されるように、ウェブページ
２００は、多くの異なる行、列、またはセクションを含んでもよい。これらは、ウェブペ
ージのサブグループへの論理的構造、およびＨＴＭＬブロック要素、ヘッダ、および他の
グループ分け構造によって決定されるセクション境界を含む。ウェブページは、変換され
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、多くのセグメントへ分解されてもよい。セグメントは、モバイルハンドセットへ配信さ
れることが可能な、分離したセクションである。セクションのうちの１つであるセクショ
ン２０６は、選択され、切り抜きとして特定されることが可能である。ここにおいて説明
される方法を用いて、今度ユーザーがモバイルハンドセット２０４上にウェブページ２０
０をロードするときに、点線を用いて図２に示される切り抜きセクション２０６のように
、特定された切り抜きセクションだけが取り出され、ディスプレイ用にモバイルハンドセ
ット２０４へ送信されてもよい。図２に示される例では、ユーザーは、多くの他の領域に
おける情報を含むウェブページ２００から、セクション２０６に対応する最新の株式市場
チャートだけを特定し、取り出すことができる。この例と類似の切り抜き表示方法を用い
ることにより、ウェブページコンテンツが各ユーザーに対してパーソナル化され、ユーザ
ーが閲覧を望む情報だけが表示されることが可能となる。したがって、ウェブページ全体
は、取り出されたり、変換されたり、モバイルハンドセット２０４へ送信されたりする必
要がなく、それゆえに所望の情報がさらに迅速にロードされることが可能となる。
【００２７】
　本願の方法を用いて、ユーザーは、選択されたウェブページからロードされる情報をパ
ーソナル化したり、優先順位を付けたりすることが可能である。ユーザーは、最初に、選
択されたウェブページから情報を特定し、選択されたウェブページがロードされた時点で
、特定された情報だけがモバイルハンドセット上に表示される。
【００２８】
　図３は、情報コンテンツをクライアント装置上のディスプレイ用に処理する方法３００
に関する機能的なステップを示すフローチャートである。当然のことながら、このフロー
チャート内の（およびここにおいて与えられる他のフロー図内において）各ブロックは、
モジュール、セグメント、またはコンピュータプログラムコードの一部分を表してもよい
。コンピュータプログラムコードは、プロセスにおける特定の論理的機能またはステップ
を実装する１つ以上の実行可能な命令を含む。説明される実施の形態について妥当な当業
者によって理解されるように、含まれる機能性に依存して、実質的に同時または逆の順序
を含めて、示されまたは説明された順序とは異なって、機能が実行されてもよいような代
替的実装が、実施の形態例の範囲内に含まれる。
【００２９】
　ブロック３０２に示されるように、最初にユーザーは、ウェブページの一部分（例えば
、「切り抜き」として参照される）を、クライアント装置上の閲覧用に事前に選択する。
ユーザーは、ウェブページ内で特定された限られた数の切り抜きから選択してもよい。次
にサーバーは、３０４に示されるように、選択された部分を取り出すのに使用可能な情報
を含む、ウェブページの選択された部分に対して固有のＵＲＬを作成する。例えば、ウェ
ブページの選択された部分を含む、新しいユーアールエル（ＵＲＬ）が作成され、クライ
アント装置へ送信される。
【００３０】
　引き続いて、固有のＵＲＬの要求をユーザーのクライアント装置から受信すると、サー
バーは、ブロック３０６に示されるように、本来のウェブページをロードする。次にサー
バーは、ブロック３０８に示されるように、選択された切り抜き情報を求めてウェブペー
ジを検索する。サーバーは、ウェブページのメインドキュメント（例えば、ＨＴＭＬコー
ド）全体を通して、繰り返し選択された部分を特定することが可能である。次にサーバー
は、ブロック３１０に示されるように、特定された切り抜き情報を、ユーザーのクライア
ント装置上の閲覧用に適合させる。上述したように、多くの異なる技術が、ウェブページ
コンテンツを、クライアント装置上の閲覧用に適合させまたは変換するように使用されて
もよく、加えて、追加の情報が、例えば、ロゴ、本来の完全なウェブページへのリンク、
広告、ナビゲーション用バーなどのコンテンツへ挿入されてもよい。変換された時点で、
サーバーは、ブロック３１２に示されるように、切り抜き情報をクライアント装置へ送信
する。
【００３１】
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　図３に示される方法を用いて、ウェブページの一部分だけが取り出され、クライアント
装置上の閲覧用に適合し、それゆえに、より少ない情報が処理され、より少ない情報がク
ライアント装置へ配信されるので、ユーザーは、クライアント装置において、ウェブペー
ジからの情報を典型的なプロセスよりも速く受信することができる。結果として、情報は
、さらに迅速に処理され、クライアント装置へさらに迅速に配信される。さらにその上、
受信した時点でユーザーは、閲覧用に事前に選択した所望の情報を閲覧することが可能で
あり、所望の情報を閲覧するためにウェブページ全体を通してスクロールする必要がない
。それゆえに、クライアント装置におけるナビゲーション時間は、さらに減少する。
【００３２】
　ウェブページからの情報を選択および特定
　本願の方法を用いて、最初に、ユーザーは、閲覧用にウェブページ内に含まれる、限ら
れた数の事前に特定されたコンテンツ切り抜きからの情報を選択する。コンテンツの切り
抜きは、クライアント装置（例えば、モバイルハンドセット）上のブラウザまたはデスク
トップコンピュータ上のブラウザを用いて特定されることができる。切り抜き選択モード
ページが実行されるとき、すべてのナビゲート可能な品目（アンカー、イメージマップ、
入力フィールド）が無効となり（しかし視認でき）、代わりに色付けされたまたは点線の
ボックスが、切り抜き候補として特定された領域の周囲に表示されてもよく、ユーザーは
、このような特別バージンの正規化されたウェブページを与えられる。切り抜き候補はサ
ーバー（例えば、図１に示されるサーバー１０４）によって決定されことが可能であり、
ユーザーは、切り抜きとして１ページのうちのいくつかの部分を自己判断で選択しなくて
もよく、むしろ１つの切り抜き候補から別の使用中のナビゲーションキーへナビゲートす
ることが可能である。このやり方を用いて、ウェブ切り抜きはさらに決定論的になる。ウ
ェブページのすべての部分が、切り抜きにおいて必然的に入手可能になるわけではない。
切り抜きは、さらにネスト化されることが可能である。例えば、ユーザーが外側の切り抜
きから内側へナビゲートするとき、内側の切り抜きは成功裏にナビゲート可能になる。
【００３３】
　代わりの構成としては、ユーザーは、マウスポインターをウェブページの一領域にポイ
ントし、情報の一部分の周囲に切り抜くためのボックスを描いてもよい。次にユーザーは
、選択された情報が切り抜きとして取っておかれるように要求することが可能であり、可
能であればサーバー１０４がそうすることができる。
【００３４】
　図４は、ウェブページの一部分を、クライアント装置上の閲覧用に選択する電子ツール
の概念図の一例を図示する。電子ツール４００は、ユーザーが本来のウェブページ４０４
を閲覧するメイン表示領域４０２と、ユーザーが選択された部分のプリビューを閲覧する
プリビュー表示領域４０６とを含む。
【００３５】
　ウェブページ４０４において、限られた数の事前に特定されたコンテンツ４０８および
４１０が、選択用にユーザーへ与えられる。本例ではコンテンツは、５日間の天気予報４
０８およびローカルニュース４１０を含む。電子ツール４００は、本来のウェブページ４
０４をロードし、切り抜きとして選択されてもよいユーザー領域へ提示する。切り抜きは
、ウェブページの小さい部分である。ウェブページ４０４のうちいくらかの領域だけが、
切り抜き表示用にユーザーによって選択されてもよい。ユーザーが例えば切り抜き４０８
などの切り抜きを選択した時点で、ユーザーは、プリビュー表示領域４０６内において、
ユーザーのクライアント装置上に選択された情報がいかに表示されるかについてのプリビ
ューを与えられる。図４に示されるように、ユーザーは選択された切り抜き４０８を有し
、変換処理の後、切り抜き４０８が切り抜き４１２としてユーザーへ表示される。プリビ
ュー表示領域４０６は、ユーザーのクライアント装置上において視認されるように、情報
コンテンツを表示する。それゆえに、電子ツール４００は、ユーザーのクライアント装置
固有の特性を考慮し、クライアント装置を用いて閲覧されているときに情報がいかに見え
るかをユーザーに対して図示することが可能である。
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【００３６】
　電子ツール４００は、デスクトップコンピュータ上でまたはユーザーのクライアント装
置上で実行されるプロプライエタリソフトウェアであってもよい。ユーザーは、ユーザー
のプロフィールに記録を付け、電子ツール４００をロードすることが可能である。電子ツ
ール４００は、ウェブページ内において切り抜かれることが可能な領域を特定する。ユー
ザーは、電子ツール４００を用いて要望通りに、切り抜きを管理したり、切り抜きを削除
したり、新しい切り抜きを作成したりすることが可能である。
【００３７】
　切り抜き候補を特定する（またはウェブページの一部分を起こり得る切り抜きとして事
前に特定する）ために、サーバー（例えば図１におけるサーバー１０４）は、分割手段と
してＨＴＭＬブロック要素を用いて、ウェブページをセクションに分割する。さらにサー
バーは、ＨＴＭＬコード内において、例えばＨＴＭＬ形式のＩＤタグ、名前タグ、セクシ
ョンのタイトル、またはＨＴＭＬコードにおける他のマークアップなどの、標識をいくつ
でも使用し、切り抜き用にセクションを線引きしてもよい。代わりの構成としては、切り
抜きは、手動で選択され、選択用にサーバーによってユーザーへ与えられてもよい。
【００３８】
　一例として、ウェブページ４０４および図４における切り抜き４０８を検討する。図５
は、ウェブページ４０４の一部分を有するＨＴＭＬコードを含む。特に、図５におけるボ
ックス（例えば、ライン１１～２７）内において、ＨＴＭＬコードは切り抜き４０８を有
する。
【００３９】
　切り抜きは、いくつでも、ウェブページ上で始点および終点ＨＴＭＬタグ（例えば、＜
...＞、＜／...＞の形式）を有する要素に基づいて、切り抜き候補として特定されてよい
。説明されるように、ウェブページは、例えばＨＴＭＬなどのマークアップ言語で書き込
まれる１つ以上のブラウザコマンドを有する。具体的には、ＨＴＭＬブラウザコマンドは
、１つ以上のＨＴＭＬ要素を有する。ＨＴＭＬ要素は、少なくとも１つのタグを含むこと
ができ、開始タグ、コンテンツ、および終了タグを含むことができる。開始タグは、＜ｔ
ａｇ［ａｔｔｒｉｂ１＝"ｖａｌｕｅ"、［ａｔｔｒｉｂ２＝"ｖａｌｕｅ２"...］＞のよ
うな形式になっており、ここで「ｔａｇ」は実行されるＨＴＭＬコマンド、ならびに「ａ
ｔｔｒｉｂ１」および「ａｔｔｒｉｂ２」はＨＴＭＬコマンドに関する情報を修正するお
よび／または与える任意の属性である。コンテンツは、開始タグの後に始まる。終了タグ
は、コンテンツの終了を区切り、典型的には＜／ｔａｇ＞のように示される。
【００４０】
　ＨＴＭＬコードは、その中に含まれる要素に基づいて分割されることが可能である。例
えば、図５に含まれる部分は、分割（"＜ｄｉｖ＞"）要素に基づいて分割されることが可
能である。＜ｄｉｖ＞要素は、ＨＴＭＬ内で、ドキュメントを、例えば章、セクション、
付録などの人為的セクションへ分割するのに使用可能である。＜ｄｉｖ＞要素は、＜ｄｉ
ｖ＞タグの名前により参照されることが可能であり、＜ｄｉｖ＞タグの名前は"ｉｄ"によ
って特定される。例えば、切り抜き４０８は、図５におけるＨＴＭＬコードのライン１１
に示されるように、＜ｄｉｖ＞要素ｉｄの"ｆｉｖｅＤａｙ"によって参照されることが可
能である。さらに追加の属性が、例えば１クラスの＜ｄｉｖ＞要素、テーブル（"＜ｔａ
ｂｌｅ＞"）要素、またはあらゆる他の要素などの、ウェブページの領域を参照付けるの
に使用可能である。それゆえに、ｉｄである"ｆｉｖｅＤａｙ"を含む＜ｄｉｖ＞要素を参
照付けることにより、切り抜き４０８が特定されることが可能である。
【００４１】
　さらに加えて、切り抜き４０８のＨＴＭＬコードに含まれるような、情報のネスト化さ
れたテーブルなどの、ネスト化された情報が切り抜き内に含まれてもよい。図５の例では
、切り抜き"ｆｉｖｅＤａｙ"は、最初にライン１１で始点＜ｄｉｖ＞タグを特定すること
によって、次にライン２８で対応する終点＜／ｄｉｖ＞タグを特定するコードを通して、
特定されることができる。ライン１１～２７のＨＴＭＬコードは、ブラウザによって実行
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されるとき、切り抜き４１２を図４に表示されるようにする。
【００４２】
　上述したように、切り抜き候補は、サーバーによってあらかじめ決められていることが
可能であり、ユーザーは、マウスポインターをウェブページの一領域にポイントし、情報
の一部分の周囲に切り抜くためのボックスを描いてもよい。切り抜きがあらかじめ決めら
れている場合には、サーバーは、ＨＴＭＬコード内において、いくらかのネスト化された
レベルで始点＜ｄｉｖ＞および終点＜／ｄｉｖ＞タグを検索することが可能である。図５
は、ＨＴＭＬコードに関する８つのネスト化されたレベルを図示し、各レベルは追加の情
報を含む。サーバーは、例えば３つ以下のネスト化されたレベルを含むＨＴＭＬコード内
において、始点および終点＜ｄｉｖ＞タグを検索してもよい。このような技術を用いるこ
とで、切り抜きが許容しうるやり方でなされると見い出されている。＜ｄｉｖ＞タグを用
いて切り抜きを規定することにより、例えば５つまたは６つなどのより深くネスト化され
たレベルの描写が、非常に多数の情報を失う結果になってもよい。加えて、＜ｄｉｖ＞タ
グを用いて切り抜きを規定することにより、例えば２つまたは１つなどのより浅くネスト
化されたレベルの描写が、不必要な情報を含むことになってもよい。しかしながら、切り
抜きは、あらゆるネスト化されたレベルのＨＴＭＬタグ描写を用いて規定されることがで
きる。
【００４３】
　すべての切り抜き候補をあらかじめ決めた後、サーバーは、図４の電子ツール４００を
経由して、例えば切り抜き候補の周囲に描かれるボックスを有するウェブページの一部分
として、切り抜き候補をユーザーへ提示することが可能である。
【００４４】
　ユーザーが、マウスポインターをウェブページの一領域にポイントし、情報の一部分の
周囲に切り抜くためのボックスを描いてもよい場合には、サーバーは、要求された切り抜
きを受け取るまたは拒否することが可能である。サーバーは、ウェブページの選択された
部分を認識し、ウェブページのユーザー選択領域に対応して適切な始点および終点ＨＴＭ
Ｌタグ一式を再び特定してもよい。選択部分を認識するためには、一例では、サーバーは
、ＨＴＭＬコード内において選択されたコンテンツを特定し、選択されたコンテンツを含
むＨＴＭＬタグ一式に基づいて切り抜きを作成してもよい。
【００４５】
　情報の選択された切り抜きを蓄積
　ユーザーがウェブページから１つの切り抜き（または２つ以上の切り抜き）を特定しま
たは選択した時点で、サーバーは、情報を蓄積し、後でユーザーによって要求される場合
に、特定された切り抜きを取り出すのに使用可能である。切り抜きは、ただ単に本来の完
全なウェブページの一部分であり、それゆえにサーバーは、切り抜きとして規定されるウ
ェブページの特定部分をサーバーが特定することを可能にする情報を蓄積する。
【００４６】
　サーバーは、固有のユーアールエル（ＵＲＬ）を作成し、切り抜きを特定する。サーバ
ーは、ユーザーが選択する各切り抜きに対する固有のＵＲＬを作成し、蓄積する。代わり
の構成としては、サーバーは、多数の切り抜きを特定する固有のＵＲＬを作成し、蓄積す
る。例えば、本来のウェブページの小さい部分だけを含む新しいウェブページが作成され
、新しいＵＲＬを与えられる。さらに代わりの構成としては、サーバーは切り抜きを特定
する固有のＵＲＬを作成し、そのＵＲＬを記憶用にクライアント装置へ送信する。
【００４７】
　ＵＲＬは、本来のウェブサイトＵＲＬ、ウェブページ上でユーザーによって入力された
あらゆる固有のクエリー文字列（例えば、アドレス、郵便番号）、および切り抜きを取り
出し処理するために必要となる情報を含む。追加の情報が、＜ｄｉｖ＞タグ名、ＩＤ、他
のＨＴＭＬ属性、切り抜きの形式（例えば、クラス、名前、ＩＤ、など）、およびあらゆ
る他の収集された情報を含む。例えば、切り抜きのサイズは、ユーザーが切り抜きを選択
する場合に測定されることが可能であり、その上、本来の完全なウェブページ内において
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切り抜きを特定するのに使用可能である。
【００４８】
　図４および図５に示される例を再び参照すると、サーバーは、「ｗｗｗ．ｗｅａｔｈｅ
ｒ．ｃｏｍ／ｄｉｖ－ｔａｇ－ｉｄ＝"ｆｉｖｅＤａｙ"」、または「ＨＴＴＰ：／／ｗｗ
ｗ．［ウェブサイト名前］．ｃｏｍ？Ｃｌｉｐ＝［切り抜き名前］」のような形式で、切
り抜き４１２用のＵＲＬを作成してもよい。次に、固有のＵＲＬはクライアント装置へ送
信される。もちろん、ＵＲＬ以外の形式が同様に使用されてもよい。例えば、サーバーは
、本来のウェブページ、および特定された切り抜きを取り出すのに使用される情報を含む
データベースに、単にこの情報を蓄積してもよい。この情報は、固有の識別子を与えられ
、クライアント装置へさらに送信されてもよい。クライアント装置は、固有のＩＤを使用
し、切り抜きを要求してもよく、サーバーにおいて固有のＩＤが受信されたときに、サー
バーは、情報を特定するデータベースを参照し、クライアント装置に対する切り抜きを取
り出すのに使用することが可能である。
【００４９】
　情報の切り抜きを要求および受信
　クライアント装置に属するユーザーが切り抜きの閲覧を要望するとき、ユーザーは、ク
ライアント装置上にブラウザをロードし、所望の切り抜きに関連する固有のＵＲＬをロー
ドする。次に、クライアント装置は、図１に関して上述したように、例えば切り抜きを要
求し取り出す典型的なＨＴＴＰ ＧＥＴメッセージを用いて、典型的な形式でサーバーと
通信する。
【００５０】
　サーバーが要求を受信するとき、サーバーは、固有のＵＲＬを受信し、ＵＲＬ内で特定
された本来のウェブページを情報ソースへ要求する。サーバーは、最初に、ウェブページ
に関するＨＴＭＬフレームワークを含む、ウェブページのメインまたは親ドキュメントを
要求してもよい。サーバーがメインドキュメントを受信しロードした時点で、サーバーは
、典型的には、クライアント装置上のウェブページを閲覧用に正規化し変換し始める。し
かしながら、ウェブページのあらゆる情報コンテンツを変換するのに先立って、サーバー
は、メインドキュメント内において、固有のＵＲＬ内において与えられる情報に対応する
要素を検索する。例えば、図５における例に戻ると、サーバーは、ｉｄ＝"ｆｉｖｅＤａ
ｙ"を有する始点＜ｄｉｖ＞タグを検索する。次に、サーバーは、見つけられた要素のノ
ードに対して「切り抜き開始」を設定し、見つけられたブロック（例えば、見つけられた
始点＜ｄｉｖ＞タグに対応する終点＜／ｄｉｖ＞タグにおいて）の後にノードを挿入し、
このノードに対して「切り抜き終了」を設定する。
【００５１】
　このやり方で、サーバーは、本来のウェブページを、切り抜き開始および切り抜き終了
の境界に沿って分割する。次にサーバーは、あらゆる特別なコンテンツを、例えば本来の
ウェブページまたは広告を参照するＵＲＬなどの切り抜きに対して挿入することが可能で
ある。次にサーバーは、特定された切り抜きコンテンツを単に変換し、セグメントナビゲ
ーションバーを有さない、変換された切り抜きセグメントだけを、閲覧用のクライアント
装置へ配信する
【００５２】
　サーバーが、情報の切り抜きが取り出される本来のウェブページをリアルタイムで取り
出すので、この方法を用いて、切り抜きは、ライブのまたは最新の情報を含む。切り抜き
は、ストレージから取り出されずに、クライアント装置へ送信され、むしろ、クライアン
ト装置が切り抜きを要求するたびに、サーバーは、本来のウェブページをロードし、現在
の情報を取り出し、クライアント装置へ送信される切り抜き情報を特定する。それゆえに
、サーバーは切り抜きが要求されるたびに切り抜きを再度作成する。
【００５３】
　上述したように、サーバーは、固有のＵＲＬを受信し、本来のウェブページを情報ソー
スへ要求する。サーバーは、最初は、ウェブページに関するＨＴＭＬフレームワークを含
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むウェブページのメインドキュメントを要求するだけであってもよい。次にサーバーは、
メインドキュメント内において、要求された部分を特定し、特定された情報を変換し、変
換された情報をクライアント装置へ送信することが可能である。この段階において、変換
部分は、テキストコンテンツ、および／またはウェブページのフレームワークだけを含ん
でもよい。引き続いて、サーバーは、メインドキュメントの特定された部分内において、
存在しているまたは参照されているいかなるサブドキュメントでも特定することが可能で
ある。サブドキュメントは、例えばイメージファイルなどのメインドキュメント内におい
て参照されるあらゆるファイルを含むことができる。この一連のステップを用いて、サー
バーがメインドキュメントの変換部分をクライアント装置へ送信した後、サーバーは、メ
インドキュメントの一部分内においてあらゆるサブドキュメントを特定するとともに取り
出し、サブドキュメントを変換し、変換されたサブドキュメントをクライアント装置へ送
信してもよい。
【００５４】
　別の代替的な一連の処理では、サーバーは、クライアント装置から固有のＵＲＬを受信
し、本来のウェブページを情報ソースへ要求してもよい。サーバーは、ウェブページに関
するＨＴＭＬフレームワークを含むウェブページのメインドキュメントを受信し、メイン
ドキュメント内において要求された部分を特定することが可能である。この時点で、サー
バーは、メインドキュメントの特定された部分内において、あらゆるサブドキュメントを
特定し、情報ソースからのサブドキュメントを要求するとともに受信することが可能であ
る。最後に、サーバーは、メインドキュメントの要求された部分であってその部分内に存
在するあらゆるサブドキュメントを含む部分を変換し、すべての変換されたコンテンツを
クライアント装置へ送信することが可能である。
【００５５】
　さらに別の代替的な一連の処理では、サーバーは、クライアント装置から固有のＵＲＬ
を受信し、本来の完全なウェブページを、メインドキュメントおよびここにおいて参照さ
れるあらゆるサブドキュメントの両方を含めて、情報ソースへ要求してもよい。次にサー
バーは、ウェブページの要求された部分を特定し、要求された部分を変換し、変換部分を
クライアント装置へ送信してもよい。
【００５６】
　さらに別の代替的な一連の処理では、サーバーは、メインドキュメントの変換部分をク
ライアント装置へ送信するだけであってもよい。クライアントは、メインドキュメントの
一部分を受信し、一部分がサブドキュメントへの参照を含むことを決定する。次にクライ
アントは、２番目の要求を、サブドキュメントを要求するサーバーへ送信してもよい。こ
の時点では、サーバーは、サブドキュメントを情報ソースへ要求するとともに受信し、サ
ブドキュメントを、クライアント装置上の閲覧用に変換し、変換されたサブドキュメント
をクライアント装置へ送信してもよい。
【００５７】
　サーバーは、上述した、およびここで参照される関連出願内において説明されたやり方
で、コンテンツの変換を実行する。加えて、サーバーは、コンテンツの変換に先立ってま
たは関連して特定されたコンテンツにおいて関連付けられている、カスケーディングスタ
イルシート（ＣＳＳ）およびＪａｖａ（登録商標）Ｓｃｒｉｐｔを処理してもよい。
【００５８】
　変換された情報を受信すると、クライアント装置は、クライアントブラウザを用いて典
型的なやり方で情報を表示する。代わりの構成としては、クライアント装置は、切り抜き
ビューワーソフトを含んでもよく、切り抜きビューワーソフトは、例えばスライドショー
ビューワーソフトと同様の多数の切り抜きの表示を有効にしてもよい。ユーザーが切り抜
きビューワーソフトをロードするとき、最初の切り抜きは、直ちにロードされることがで
きる。スクリーンの最上部には、ユーザーの切り抜きリストを行き来し、切り抜きに対し
て直接にナビゲートする制御が存在することができる。
【００５９】
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　加えて、切り抜きが典型的には目標とされる情報の小さいセクションであるから、ユー
ザーは、単一のページ（天気、株式指数など）上の多数の切り抜きを閲覧可能であること
を望んでいる。切り抜きは、固有のＵＲＬを経由してアクセスされ、ドキュメントのサブ
セクションとして、独立してロードされることが可能である。ユーザーは、切り抜きが与
えられる順番を選択することが可能である。単一のページ上に多数の切り抜きを要求する
ために、クライアント装置によって送信される要求は、固有のＵＲＬを含み、固有のＵＲ
Ｌは、切り抜きが見つけられるウェブページへのＵＲＬおよび要求されるウェブページの
各部分に関連する情報、を含む。例えば、固有のＵＲＬは、ウェブページへのＵＲＬおよ
びＵＲＬの末尾に添付されたＩＤ属性に関する一連のリスト、を含んでもよい。ここで各
属性は、ウェブページのセクションを特定する。次にサーバーは、ウェブページのすべて
のセクションを取り出し、取り出されたセクションを１つのウェブページに形成し、この
ウェブページを変換し、変換されたウェブページをクライアント装置へ送信する。
【００６０】
　典型的なサーバー
　図６は、例えば図３のフローチャートにおいて描かれる方法の一部分を実行する、およ
びここにおいて説明される他の方法を実行するサーバー６００の一例を図示するブロック
図である。サーバー６００は、プロセッサ６０４およびサーバーブラウザ６０６へ接続さ
れる入力インタフェース６０２を含む。サーバーブラウザ６０６は、メモリ（図示されて
いない）に記憶され、プロセッサ６０４がメモリにアクセスし、サーバーブラウザ６０６
の命令を有効にするソフトウェアまたはプログラム命令を実行してもよい。サーバーブラ
ウザ６０６は、例えばＴＣＰ／ＩＰエンジン６０８およびコンテンツ修正モジュール６１
０などの構成要素を含む。コンテンツ修正モジュール６１０は、例えばブラウザへのプラ
グインとして、追加のソフトウェアまたはプログラム命令を通して実行される切り抜き識
別子６１２を含んでもよい。
【００６１】
　サーバーブラウザ６０６は、プロセッサ６０４により実行可能で、電子ドキュメントま
たは電子データを読み取り、ディスプレイに対して、データをテキストおよび／またはグ
ラフィックスの視覚的表示に描画するソフトウェアアプリケーションである。サーバーブ
ラウザ６０６は、ウィンドウ、プルダウンメニュー、ボタン、およびスクロールバーのよ
うな操作上の機能的な構成要素を含んでもよく、それゆえに典型的なウェブブラウザであ
ってもよい。
【００６２】
　サーバー６００は、情報の要求をクライアント装置から受信し、情報ソースに応答可能
なようにアクセスし、情報を取り出す。次にサーバー６００は、プロセッサ６０４によっ
て作動され、要求中のクライアント装置によってアクセス可能な形式に、情報を変換する
。例えば、クライアント装置は典型的なウェブページを要求してもよく、それゆえにサー
バー６００はインターネットにアクセスし、要求されたウェブページを取り出し、次にサ
ーバーブラウザ６０６は、クライアント装置によってアクセス可能な形式に、ウェブペー
ジを変換することが可能である。
【００６３】
　典型的な実施の形態では、サーバー６００は、固有のＵＲＬの形式でウェブ切り抜きの
要求を受信する。固有のＵＲＬは、ウェブページに対するＵＲＬおよびそのウェブページ
の一部分を特定する情報の両方を含む。次にサーバー６００は、情報ソースから完全なウ
ェブページを要求するとともに受信し、サーバーブラウザ６０６を用いて完全なウェブペ
ージをロードする。切り抜き識別子６１２は、クライアント装置により与えられる情報を
使用し、クライアント装置に望まれる切り抜き情報を特定する。次にコンテンツ修正モジ
ュール６１０は、上述したように特定された切り抜き情報を変換するだけである。次にサ
ーバー６００は、変換された切り抜き情報をクライアント装置へ送信する。
【００６４】
　加えて、クライアント装置によって送信される要求は、例えばＨＴＴＰヘッダメッセー



(14) JP 2010-532884 A5 2012.3.29

ジなどのクライアント装置の特性を特定する情報を含んでもよい。さらにサーバー６００
は、クライアント装置に関連する情報を含むデータベースを含んでもよいし、データベー
スにアクセスできてもよい。このやり方で、サーバー６００は、クライアント装置によっ
て与えられる情報を使用し、データベースにアクセスし、クライアント装置に関する特定
の特性を調べてもよい。例えば、サーバー６００は、データベースにアクセスし、スクリ
ーンサイズ、プロセッサ能力、および／またはクライアント装置のネットワークもしくは
伝送能力を決定し、変換された切り抜き情報を特にクライアント装置用に合わせてもよい
。装置がより大きいスクリーンを有する場合、イメージは、例えば適切な大きさにされて
もよい。クライアント装置が、Ｅｎｈａｎｃｅｄ Ｄａｔａ ｒａｔｅｓ ｆｏｒ ＧＳＭ 
Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＥＤＧＥ）またはＥｎｈａｎｃｅｄ Ｇｅｎｅｒａｌ Ｐａｃｋｅｔ
 Ｒａｄｉｏ Ｓｅｒｖｉｃｅ（ＥＧＰＲＳ）ネットワーク、またはデータ伝送レートを増
加させたりデータ伝送信頼性を改善させたりする他のネットワークを使用している場合、
さらに多くのデータが、例えばクライアント装置へ送信されてもよい。
【００６５】
　ここにおいて説明される方法を用いて、クライアント装置において閲覧用にウェブペー
ジによって与えられるコンテンツの一部分、または全部のコンテンツ未満を変換するだけ
により、データ配信が促進される。より少ないデータが変換され、それゆえに変換処理は
、さらに迅速に完了する。加えて、より少ない変換データがクライアント装置へ送信され
、それゆえにデータ伝送時間は低下する。
【００６６】
　代わりの実施の形態では、ユーザーが切り抜きの本来のフォーマットを閲覧したい場合
があってもよく、切り抜きが、変換後よりもむしろ本来のフォーマットにおいてより少な
いスクリーンスペースを必要とする場合があってもよい。ユーザーは、変換が望ましくは
なく、クライアント装置へのいくらかのまたは完全な変換を行わずにウェブ切り抜きが提
供されていることを、サーバーへ通知することが可能であってもよい。しかしながら、よ
り少ないコンテンツが送信されるので、ウェブ切り抜き方法は、コンテンツの加速を可能
にする。
【００６７】
　当然のことながら、ここにおいて説明されるプログラム、処理、方法、およびシステム
は、別のやり方で示されなくても、コンピュータまたはネットワークシステム（ハードウ
ェアまたはソフトウェア）におけるあらゆる特定の形式に、関係付けられていなく、制限
されていない。種々の形式の汎用または特定用コンピュータシステムが、ここにおいて説
明される教示に従う命令により使用されまたは命令を実行してもよい。
【００６８】
　さらに当然のことながら、ここにおいて説明される本配列および別の配列は、例示のた
めだけに示されている。このように、当業者には、他の配列および他の要素（例えばコン
ピュータ、インタフェース、機能、順番、および機能のグループ分けなど）が代わりに使
用可能であり、いくつかの要素が、望ましい結果に従って、まったく省略されてもよいこ
とが理解される。さらに、説明される多くの要素は、あらゆる適切な組み合わせおよび配
置において、分離したまたは分布した構成要素としてまたは他の構成要素と連動して、実
装されることができる機能的な構成要素である。
【００６９】
　本願の原理が適用可能な種々多様の実施の形態を考慮して、当然のことながら図示され
る実施の形態は、典型的なものにすぎず、本願の範囲を制限するとして受け取られるべき
ではない。例えば、フロー図のステップは上述された以外の順番で受け取られてもよいし
、より多いまたはより少ない要素がブロック図で使用されてもよい。実施の形態における
種々の要素がソフトウェアで実装されるとして説明されたが、別の実施の形態では、ハー
ドウェアまたはファームウェア実装が代わりの構成として使用されてもよく、また逆の場
合も同様である。
【００７０】
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　本願は、十分に機能的なサーバーおよびクライアント装置、システムおよび方法との関
連で説明されたが、当業者には、本願の仕組みが、さまざまな形式の命令をコンピュータ
で読み取り可能な媒体の形で配布可能なこと、および本願が、実際に配布するのに使用さ
れる信号搭載媒体の特定の形式にかかわらず、等しく適用されることが理解される。例え
ば、コンピュータで利用可能な媒体は、例えばハードディスク装置、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶ
Ｄ－ＲＯＭ、またはフロッピー（登録商標）ディスクなどの、コンピュータで読み取り可
能なプログラムコードセグメントをその中に含む、読み取り可能なメモリ装置を含むこと
が可能である。コンピュータで読み取り可能な媒体は、さらに、実行されるプログラムコ
ードセグメントをデジタルまたはアナログデータ信号としてその中に含む、光、有線、ま
たは無線に関する、例えばバスまたは通信リンクなどの、通信または伝送媒体を含むこと
が可能である。このように、ここにおいて説明される方法は、サーバー１０４またはクラ
イアント装置１０６内において存在しているとして説明されるような、コンピュータで読
み取り可能な１つ以上の媒体を含むコンピュータプログラム製品において具体化されても
よい。
【００７１】
　請求項は、その旨明記されていない限り、記載された順序または要素に制限されると解
釈されるべきではない。それゆえに、次の請求項および等価物の範囲および趣旨内に入る
すべての実施の形態は、本発明として請求される。
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